
ラムサール条約湿地のみなもと

－水辺のゆたかなめぐみ－

栗原市
ＫＵＲＩＨＡＲＡＫＵＲＩＨＡＲＡ
ＣＩＴＹＣＩＴＹ 嘉倉貝塚
KAKURA SHELL MOUNDS

宮城県文化財パンフレット宮城県文化財パンフレット
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山王囲遺跡山王囲遺跡

中沢目貝塚中沢目貝塚

平田原貝塚 沼津貝塚

西の浜貝塚

大木囲貝塚

里浜貝塚

縄文時代早期末～前期初頭
（7,000 年前）の海岸線（鹹水域）
縄文時代早期末～前期初頭
（7,000 年前）の海岸線（鹹水域）

鹹水域
かんすい

き　すい

汽水域

縄文時代の遺跡

0 10km

(S=1/400,000)

No 遺跡名 立地 種別 No 遺跡名 立地 種別

1 嘉倉貝塚 丘陵 貝塚・集落 9 唐木崎貝塚 丘陵斜面 貝塚

2 玉荻台遺跡 丘陵 散布地 10 茂栗遺跡 丘陵斜面 散布地

3 照越台遺跡 丘陵 散布地 11 番谷遺跡 丘陵斜面 散布地

4 浦山館跡 丘陵 散布地・城館

5 原貝塚 丘陵 貝塚

6 米ケ浦遺跡 丘陵 散布地 13 浄土遺跡 湖沼岸 散布地

7 敷味貝塚 丘陵 貝塚 14 横須賀貝塚 丘陵 貝塚

8 坂戸遺跡 丘陵 散布地 15 砂子崎遺跡 丘陵 散布地

12
砂崎遺跡

（品崎）
沖積平野 散布地

嘉倉貝塚嘉倉貝塚

北上川流域における縄文時代前期末から中期初頭の海岸線想定図北上川流域における縄文時代前期末から中期初頭の海岸線想定図

下の図の範囲下の図の範囲

栗原市栗原市

嘉倉貝塚嘉倉貝塚

嘉倉貝塚の位置と周辺の縄文時代遺跡嘉倉貝塚の位置と周辺の縄文時代遺跡

宮城県宮城県

ラムサール条約：�昭和46年にイランのラムサールで、水鳥と湿地に関する国際会議で定められた「水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」
を言います。伊豆沼・内沼は日本で二番目にラムサール条約湿地として登録されました。

嘉倉貝塚は、宮城県栗原市築
つき

館
だて

加
か

倉
くら

に所在
し、伊

い

豆
ず

沼
ぬま

の北西にある東西に細長い標高約
20 ｍの丘

きゅうりょうとったん

陵突端に立地する縄文時代、弥生
時代と古代から近世の複合遺跡です。遺跡範
囲は東西約 650m、南北約 250m と東西に
細長く、現況は畑地、水田、宅地、道路など
となっています。

遺跡はラムサール条約湿地である伊
い

豆
ず

沼
ぬま

・
内
うち

沼
ぬま

など東北有数の湖
こしょう

沼地
ち

帯
たい

に隣接していま
す。伊豆沼付近は縄文時代早

そう

期
き

末
まつ

葉
よう

から前
ぜん

期
き

初
しょ

頭
とう

（約 7,000 年前）には「古
こ

石
いしのまきわん

巻湾」が
迫る場所でしたが、前

ぜん

期
き

末
まつよう

葉から中
ちゅうき

期初
しょとう

頭 
（約 5,000 年前）になると、蕪

かぶ

栗
くり

沼
ぬま

付近まで
海岸線が後退します。それ以降、迫

はさまがわ

川に流入
する河川の出口が迫川の堆

たいせき

積作
さ

用
よう

によって堰
せ

き止められ、伊豆沼・内沼などの湖沼が形成
されたと考えられています。

この湖沼の沿岸には、淡水産の貝塚群では
国内最大級の「北

きたかみがわ

上川中
ちゅうりゅう

流域
いき

貝
かいづかぐん

塚群」を含め、
縄文時代の遺跡が多くみられます。人々は水
辺の豊かな恩恵を受けながら暮らしていたよ
うです。

遺跡の立地と環境遺跡の立地と環境
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0 50m

(S=1/3,000)

墓

竪穴建物

捨て場

竪穴建物 0 50m

(S=1/3,000)

掘立柱建物
竪穴建物
穴（大半が貯蔵穴）

広　場

遺構分布範囲0 50m

(S=1/3,000)

時代 およそ～年前

旧石器時代 38,000年前

縄文時代 16,000年前

弥生時代 2,500年前

古墳時代 1,700年前

飛鳥時代 1,400年前

奈良時代 1,300年前

平安時代 1,200年前

鎌倉時代 800年前

室町時代 700年前

江戸時代 400年前

時代 およそ～年前

草創期 16,000年前

早期 12,000年前

前期 7,000年前

中期 5,500年前

後期 4,500年前

晩期 3,300年前

時代 土器形式

上川名Ⅱ式

大木１式

大木２a式

大木２a式

大木３式

大木４式

後葉 大木５式

末葉 大木６式

大木７a式

大木７b式

大木８a式

大木８b式

後葉 大木９式

末葉 大木10式

前葉
（初頭）

中葉

前葉

中葉

縄文時代前期後葉から中期初頭の「環状集落」縄文時代前期後葉から中期初頭の「環状集落」

縄文時代晩期から弥生時代前期の集落縄文時代晩期から弥生時代前期の集落

古代（奈良時代から平安時代）の集落古代（奈良時代から平安時代）の集落

遺跡の時代と変遷遺跡の時代と変遷

大大
だ い ぎ し き ど きだ い ぎ し き ど き

木式土器木式土器とはとは
宮城県宮城郡七

し ち が は ま ま ち

ヶ浜町にある大
だいぎがこいかいづか

木囲貝塚出土の土器と
類似した土器全般を指します。縄文時代前・中期の東
北地方南部を中心に製作・使用された土器の名称で
13 種類に分類されています。遺跡の年代を決める時
間的な物差しとしても利用されています。

表紙写真：嘉倉貝塚遠景（西から）：（有）宮城エンジニアリング提供
　　　　　嘉倉貝塚出土の抉状耳飾：東北歴史博物館蔵

北上川流域における縄文時代前期末から中期初頭の海岸線想定図
須藤隆編 1995『縄文時代晩期貝塚の研究２　中沢目貝塚 II』第２図より作成

遺跡は縄
じょうもんじだいぜんきちゅうよう

文時代前期中葉から中近世に
至 る ま で 断

だんぞくてき

続 的 に 営 ま れ た 集 落 遺 跡 で、
縄
じょうもんじだいぜんきこうよう

文時代前期後葉から中
ちゅうきしょとう

期初頭の拠点集落で
ある「環

かんじょうしゅうらく

状集落」、後期の土
ど き ま い せ つ い こ う

器埋設遺構（墓
か）、縄

じょうもんじだいばんき

文時代晩期から弥
や よ い じ だ い ぜ ん き

生時代前期の集落
のほか、古代・中近世の集落がみつかりまし
た。

遺物は縄文時代前期から中期を主体とする
膨
ぼうだい

大な量の土器や土
ど せ い ひ ん

製品、石
せ っ き

器・石
せきせいひん

製品のほ
か、動

ど う ぶ つ い ぞ ん た い

物遺存体、弥
や よ い ど き

生土器、古代の土
は じ き

師器、
須
す え き

恵器、鉄製品などが少量出土しました。
以下では、遺跡の主な時代である縄文時代

前期から中期の「環状集落」、縄文時代晩期
から弥生時代前期及び古代の集落とそこから
出土した遺物について紹介します。

遺跡は大正時代には知られていたよう
で、たびたび研究者の注目を集めていまし
た。昭和 30 年代後半には河

かせんかいしゅう

川改修工事に
より遺跡南西部の丘陵斜面が、昭和 42 ～
43 年には開田により遺跡中央部が大きく改
変されました。開

かいでん

田の際に出土した遺物は
築
つきだてちょう

館町（現栗原市）文
ぶ ん か ざ い ほ ご い い ん か い

化財保護委員会によっ
て『築

つきだてちょうししりょう

館町史資料』にまとめられています。
その後、平成 10 ～ 12 年に、「みやぎ県北

道路」建設に先立つ発掘調査が行われた結
果、縄文時代の伊豆沼周辺における重要な
拠
きょてんしゅうらく

点集落がみつかり、関係者による協議の結
果、平成 13 年に現

げんじょうほぞん

状保存する方針での合意
がなされました。また、遺跡の重要性を受け、
平成 13・14 年に築館町（現栗原市）教育委
員会は、集落の広がりやより詳しい構成を調
査で明らかにし、現在、史跡指定に向けて作
業を進めています。遺跡は調査後に埋め戻さ
れて保存されています。

調査のあらまし調査のあらまし発見から保存へ発見から保存へ
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①SB450
②SB131

③SI45

④SK56

SX140 再堆積層
　（大木 5式中心）

掘立柱建物（SB）

竪穴建物（SI）

穴（SK：大半が貯蔵穴）

第１群期（大木５式）

第２群期（大木６式）

第２～３群期（大木６～７式）

第３群期（大木７a式）

↓

↓

↓

第２群期以降
第 3群期以降

第１群期以降

広　場

縄文時代前期・中期

の遺構分布範囲

0 50m

(S=1/1,000)

高高
たかゆかたてものたかゆかたてもの

床建物床建物の可能性がある大形のの可能性がある大形の
SB450 掘立柱建物跡（南から）SB450 掘立柱建物跡（南から）

桁
けたゆき

行４間で長さ 10 ｍ前後、梁
はり

間
ま

１間で長さ４ｍ前後、柱の
痕
こんせき

跡は最大 40㎝もあります。

標準的な大きさの SB131 掘立柱建物跡（南から）標準的な大きさの SB131 掘立柱建物跡（南から）

桁
けたゆき

行３間で長さ 6.9 ｍ、梁
は り ま

間１間で長さ 3 ｍ、柱の痕
こん

跡
せき

は最大 20㎝ほどです。

①①

②②

【発掘調査報告書（宮城県教育委員会）】宮城県教育委員会 2003『嘉倉貝塚』宮城県文化財調査報告書第 192 集

掘掘
ほ っ た て ば し ら た て も のほ っ た て ば し ら た て も の

立柱建立柱建物物 
柱を据

す

える穴を掘って柱　　
を立てその上に屋根を架

か

けた建物で、床
ゆか

は地上にあります。30 棟以上あ
ります。主に大形の竪

たてあなたてもの

穴建物が集中する広場の北
東と北西に分布します。

貯貯
ち ょ ぞ う け つち ょ ぞ う け つ

蔵蔵穴穴 
食料などを貯

ちょぞう

蔵するための穴で
す。120 基以上あり、主に大形

の竪穴建物や掘立柱建物が集中する広場の北東
と北西に分布します。穴の平面形は円形または
楕
だ え ん け い

円形で径が 0.6 ～ 2.1 ｍ、断面形はフラスコ状
または円

えんとうじょう

筒状となるものが主流です。穴の底に１
本の柱を建て、上

う わ や

屋を架
か

けて穴を覆
おお

ったと考えら
れるものもあります。

縄
じょうもんじだいぜんきこうよう

文時代前期後葉から中
ちゅうきしょとう

期初頭の「環
かんじょうしゅうらく

状集落」
は丘陵上西半部の約 2.5ha の平坦地に広がりま
す。この「環状集落」は、中央の円形の空

く う か ん ち

閑地
（広

ひ ろ ば

場）を中心に、居住等の場である竪
たてあなたてものぐん

穴建物群
や掘

ほったてばしらたてものぐん

立柱建物群、それに隣接する貯
ちょぞうけつ

蔵穴群
ぐん

が
同
どうしんえんじょう

心円状に展開する構造が特徴です。なお、日常
生活のゴミ捨て場である遺

い ぶ つ ほ う が ん そ う

物包含層や墓はみつ

かっておらず今後の追
ついきゅう

究が待たれます。
　この環状集落の特筆すべき点として、建物群は
同じ場所で何度も建て替えや造り替えがされてい
ることが挙げられます。これは集落内で同じ用

よ う と

途
の施設が長い間維

い じ

持されたことを示すとみられ、
この集落は周辺に点在する集落群の中心となる重
要な拠点であったことが伺われます。

環状集落のすがた環状集落のすがた

4
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①SB450
②SB131

③SI45

④SK56

SX140 再堆積層
　（大木 5式中心）

掘立柱建物（SB）

竪穴建物（SI）

穴（SK：大半が貯蔵穴）

第１群期（大木５式）

第２群期（大木６式）

第２～３群期（大木６～７式）

第３群期（大木７a式）

↓

↓

↓

第２群期以降
第 3群期以降

第１群期以降

広　場

縄文時代前期・中期

の遺構分布範囲

0 50m

(S=1/1,000)

参考　栃木県参考　栃木県宇宇
う つ の み や しう つ の み や し

都宮市都宮市　　根根
ね ご や だ い い せ きね ご や だ い い せ き

古谷台遺跡古谷台遺跡の 1 号長方形 の 1 号長方形 
大型竪穴建物大型竪穴建物
長さ約 23 ｍ、幅約 10 ｍあります。墓域に関わる葬

そうそう

送
儀
ぎ

礼
れい

・墓
ぼ

前
ぜん

祭
さい

祀
し

・祖
そ

先
せん

崇
すいはい

拝儀
ぎ

礼
れい

等の集
しゅうだんさいし

団祭祀の舞
ぶ

台
たい

装
そう

置
ち

であったと考えられています。

炉の跡　中央の赤く焼けた範囲（人の左）炉の跡　中央の赤く焼けた範囲（人の左）

壁の跡　溝状に窪む範囲壁の跡　溝状に窪む範囲

炉炉

SK56 貯蔵穴（東から）SK56 貯蔵穴（東から）

SI45 竪穴建物跡（南から）SI45 竪穴建物跡（南から）
長さ約 18 ｍ、幅が 3.5 ｍある県内最大級の竪穴建
物です。調理などで使われた炉は床を掘りくぼめた

「地
じ し ょ う ろ

床炉」で、建物の長
ちょうじく

軸に沿って５か所配置されてい
ます。

同じ場所で何度も建て替えられた建物群（上が北）同じ場所で何度も建て替えられた建物群（上が北）

④④

③③

写真提供：参考　栃木県宇都宮市　根古谷台遺跡の１号長方形大型建物（宇都宮市教育委員会）

竪竪
た て あ な た て も のた て あ な た て も の

穴建穴建物物 
地
ちひょう

表を掘り下げて床
ゆかめん

面をつ
くり、その上に屋根を架

か

け
た半地下式の建物で 150 棟以上あります。平面
形は長

ちょうだえんけい

楕円形、長方形、正方形、円形があります。
長楕円形と長方形の建物は長さ 10 ｍ以上と規模
が大きくなる傾向があり、20 棟ほどみられます。
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耳飾耳飾石鏃石鏃

いちじく形土製品いちじく形土製品土偶土偶

【発掘調査報告書（栗原市（旧築館町）教育委員会）】�築館町教育委員会 2002『伊治城跡・嘉倉貝塚』築館町文化財調査報告書第 15 集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　築館町教育委員会 2003『嘉倉貝塚』築館町文化財調査報告書第 16 集

土土
ど ぐ うど ぐ う

偶偶 
女性を象

しょうちょうか

徴化したとするのが通説で
す。安

あんざん

産や多
た さ ん

産への祈り、災
さいやく

厄の祓
はら

いなどに用いられたとする説があります。写真
の左の土偶は薄い扁

へんぺい

平な板状です。頭は楕円形
で肩から腕は短く尖

とが

り、胴はくびれ、脚は丸く
なります。文様は沈線や竹を横に切断して押し
当てた凹み（刺

し と つ も ん

突文）などで表現されています。

いちじく形いちじく形土製品土製品 
無
い ち じ く

花果
に似た

形で横方向の沈線を境に先端側は前面に円形の
刺突文が施され、沈線から下は無

む も ん

文で丁寧に磨
かれています。時期は縄文時代前期後葉で、現
在の岩手県南部から宮城県北部の北

きたかみがわちゅうりゅういき

上川中流域
でしかみられない希少品ですが、用途はわかっ
ていません。

石石
せ き ぞ くせ き ぞ く

鏃鏃 
薄く鋭

するど

く割れる頁
けつがん

岩や黒
こくようせき

曜石など
で 作 ら れ た 弓 の 先 端 に 装

そうちゃく

着 す る
「矢

や じ り

尻」です。ウサギなど小
こがたじゅう

型獣の狩
しゅりょう

猟に威
いりょく

力
を発

は っ き

揮したと考えられています。

耳耳
み み か ざ りみ み か ざ り

飾飾 
土製（上）と石製（下）があります。
耳たぶに穴をあけて装着します。（下）

は滑
かっせきせい

石製の「抉
けつじょうみみかざり

状耳飾」と呼ばれ、県内で 30
遺跡でしか出土していない希

きしょうひん

少品です。

縄縄
じ ょ う も ん ど きじ ょ う も ん ど き

文土文土器器 
粘土を焼いて作った素

す や

焼き
の器

うつわ

です。多くは深
ふかばち

鉢で、
主に食料の煮

に た

炊きに用いられました。形は胴が
少し膨

ふく

れた形や円
えんとうけい

筒形で口が外に広がる形など
があります。文様は撚

よ

った縄を押し転がしたも

の（縄文）のほか、竹を縦半分に割って引いた線
（沈

ちんせん

線）やそれを押し当てた三
み か づ き じ ょ う

日月状の点（刺
し と つ

突
文
もん

）、把
とってじょう

手状やボタン状の粘土を貼り付けて装
そうしょく

飾
したものなど様々なものがみられます。

環状集落のくらしの道具環状集落のくらしの道具
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墓

竪穴建物

ゴミ捨て場

0 50m

(S=1/2,000)

①SI13

②SI310

竪穴建物 0 50m

(S=1/2,000)

骨から年齢や性別
病状までわかるんだぁ

SI13 竪穴建物跡　火事で焼け落ちSI13 竪穴建物跡　火事で焼け落ち炭炭
た ん かた ん か

化化した屋根材した屋根材

SK501 墓跡（南から）SK501 墓跡（南から）

SI310 竪穴建物のカマド上部から出SI310 竪穴建物のカマド上部から出
土した遺物土した遺物
カマド廃

はいぜつ

絶の祭
さ い し

祀で使われたとみら
れる土器と鉄製品（刀・小刀・斧

おの

）
が据

す

え置かれていました。

①① ②②

変形関節炎を変形関節炎を

患い患い癒癒
ゆちゃくゆちゃく

着着した骨した骨

写真提供：SK501 墓跡（栗原市教育委員会）
裏表紙写真提供：遺跡整備（うつのみや遺跡の広場：宇都宮市教育委員会）

ヒトのヒトの墓墓
は かは か

  
43 基みつかり、これらは
集落の南西隅に集中します。

墓の平面形は楕円形または隅
すみまるちょうほうけい

丸長方形で長
ちょうじく

軸 1.4
ｍ、短

たんじく

軸 0.7 ｍ、埋
まいそうほうほう

葬方法は北西方向に頭を向け
るものが主流です。SK501 は２体の成人男性が
埋葬されていました。男性は骨の形

けいしつがくてきぶんせき

質学的分析や
食
しょくせいかがくぶんせき

性科学分析から、加
か れ い

齢による変
へんけいかんせつえん

形関節炎を患
わず

っ
ていたこと、湖

こしょう

沼の淡
たんすいぎょ

水魚から多くのタンパク質
を得ていたことが推定されています。

縄
じょうもんじだいばんき

文時代晩期から弥
や よ い じ だ い ぜ ん き

生時代前期の集落は丘陵南
西部の平坦地に広がります。この集落は居住の場
である竪

たてあなたてもの

穴建物、墓、日常生活のゴミ捨て場であ
る遺

いぶつほうがんそう

物包含層や貝
かいそう

層がコンパクトにまとまってい
ることが特徴です。

丘陵上中央部の平坦地から奈良時代から平安時
代の竪

たてあなたてもの

穴建物が 20 棟ほどみつかっています。建
物の重

ちょうふく

複はほとんどなく分
ぶんさん

散しています。

縄文から弥生へ縄文から弥生へ

古代のムラ古代のムラ
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埋蔵文化財包蔵地（遺跡）の範囲

全国各地に配られて
いろんな場面で活用
されているんだね

れんげもんちゃん
宮城県生まれの瓦の妖精
頭の軒丸瓦（蓮華文）が
チャームポイント

のきまる れん  げ  もんがわら

web 版遺跡地図　「宮城県遺跡地図情報」web版遺跡地図　「宮城県遺跡地図情報」
赤の塗りが遺跡の範囲赤の塗りが遺跡の範囲
遺跡の範囲内は工事等につき届出等が必要です。遺跡の範囲内は工事等につき届出等が必要です。

和田勝彦 2015『遺跡保護の制度と行政』p76 掲載図に加筆和田勝彦 2015『遺跡保護の制度と行政』p76 掲載図に加筆

遺跡整備遺跡整備動画動画展示展示

文化財課 HP文化財課 HP

編集・発行      宮城県教育庁文化財課　　 令和６(2024) 年３月
〒 980-8423　宮城県仙台市青葉区本町三丁目 8 番 1 号　電話 022(211)3684
文化財課ホームページ     http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/bunkazai/
みやぎ文化財チャンネル https://www.youtube.com/channel/UCRhvh9A-IY3xIWD8qsOLPbQ
協力（五十音順）：宇都宮市教育委員会・栗原市教育委員会・（株）同成社・（有）宮城エンジニアリング

みやぎ文化財みやぎ文化財
チャンネルチャンネル

この冊子は１冊あたり
36.2円で印刷しています。

埋蔵文化財とは「土地に埋蔵されている文化
財」のことで、地中に埋もれたり海底や湖

こ て い

底に
沈んだりしています。その存在が周

しゅうち

知されてい
る土地（周知の埋

ま い ぞ う ぶ ん か ざ い ほ う ぞ う ち

蔵文化財包蔵地）は主に「遺
跡」と呼ばれており、全国で約 46 万ヶ所、宮
城県で約６千ヶ所あります。宮城県では遺跡が
発見されると、発見者から地元の教育委員会を
経由して県教育委員会へ届出が提出され、遺跡
登録されると遺

い せ き ち ず

跡地図や遺
いせきだいちょう

跡台帳等によって遺
跡名・所在地・範囲等が周知されます。

発掘調査等で出土した遺物（出土品）は、所
有者が明らかな場合を除き、発見者が出土地所
管の警

けいさつしょちょう

察署長に提出しなればなりません。この
出土品は、県教育委員会（仙台市は市教育委員
会）が文化財となるか鑑

か ん さ

査し、認定されると「文
化財」となります。なお、文化財で所有者が判
明しないものは、原則、宮城県に帰

き ぞ く

属となりま
すが、多くは地元の市町村教育委員会の申請に
より市町村に譲与され、地元の博物館や資料館
の展示などで活用されています。

発見された遺構や遺物は、野外調査の後、
室内整理で詳細に分析されます。その成果は

「発
はっくつちょうさほうこくしょ

掘調査報告書」として刊行され、これを
もって発掘調査の完了となります。

報告書は現
げんじょうほぞん

状保存できなかった遺構や遺物
の情報を記録（本）として永久に保存するも
ので、遺構や遺物すなわち文化財そのものと
同等の価値をもつと位置付けられています。

埋埋
ま い ぞ う ぶ ん か ざ いま い ぞ う ぶ ん か ざ い

蔵文化財蔵文化財はどこにある？　はどこにある？　出出
し ゅ つ ど ひ んし ゅ つ ど ひ ん

土品土品は誰のもの？は誰のもの？

記録保存記録保存


